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身の回りの放射線 ラドン及びトロンの吸入による内部被ばく 

ラドン及びトロンの発生（大気中への移行） 

ウラン238 

ラジウム226 

ラドン222 

トリウム232 

ラジウム224 

ラドン220 

（気体） 

（土壌中） 

（土壌中） 

α線放出 
（半減期約3.8日） 

α線放出 
（半減期約55秒） 

ラドン トロン 

ラドン及びトロンによる内部被ばく 

α線による 
内部被ばく 

呼吸 
喀痰 

ラドンとトロン 
（放射性物質） 
（気体） 

肺 

胃 

（土壌中） 

ラドン（ラドン 222）及びトロン（ラドン 220）はラジウム鉱石が放射性壊変を
した際に発生する気体状の放射性物質で、呼吸によって人体に取り込まれます。ラド
ンは、ウランから始まる壊変（ウラン系列）で生成したラジウム 226 が壊変したもの、
トロンはトリウム 232 から始まる壊変（トリウム系列）で生成されたラジウム 224
が壊変したものです。半減期はそれぞれ、ラドンが約 3.8 日、トロンは約 55秒です。
また、天然に存在する放射線による被ばくの中では、ラドン及びその子孫核種による
被ばくの割合が一番大きいといわれています。
ラドン及びトロンは地面や建材等から空気中に拡散するため、私たちは普段の生活
において日常的にラドン及びトロンを吸い込んでいます。呼吸によって吸い込まれた
ラドンは肺に到達し、α（アルファ）線を放出するため、肺への内部被ばくが問題と
なります。体内に吸い込まれたラドンはさらに壊変して子孫核種となり、肺や、喀痰
と共に食道から消化器官に移行して内部被ばくをもたらします。
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体内、食品中の自然放射性物質 
体内の放射性物質 

食品中の放射性物質（カリウム40）の濃度 

身の回りの放射線 

出典：（公財）原子力安全研究協会「生活環境放射線データに関する研究」（1983年）より作成 

体重60kgの場合 
カリウム40 ※1 4,000Bq 
炭素14 ※2 2,500Bq 
ルビジウム87 ※1 500Bq 
鉛・ポロニウム ※3 20Bq 
※1
※2 
※3 

地球起源の核種 
宇宙線起源のN-14由来の核種 
地球起源ウラン系列の核種 

米 30 牛乳 50 牛肉 100 魚 100 ドライミルク 200 ほうれん草 200 
ポテトチップス 400 お茶 600 干ししいたけ 700 干し昆布 2,000（Bq/kg） 

Bq：ベクレル Bq/kg：ベクレル/キログラム 

　カリウムは生物に必要な元素であり、ほとんどの食品に含まれています。カリウム
の 0.01％は放射性カリウムであるため、ほとんどの食品には放射性カリウムが含ま
れています。放射性カリウムはβ（ベータ）線とγ（ガンマ）線を放出するため、食
品を摂取することで内部被ばくをすることになります。体内のカリウム濃度は一定に
なるように保たれているため、食品のカリウムからの被ばく量は体格によって決ま 
り、食生活による影響は受けないと考えられています。
　乾物は、製品の状態で分析された値であり、乾燥による濃度上昇の効果も含まれま
す。例えば、乾燥により重量が 10 分の 1 になれば、濃度は 10 倍になります。
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